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オートファジーは細胞内成分を分解・再利用する機構であり、その活性化は老化や疾患

の予防に寄与すると期待されている。近年、食品によるオートファジーの活性化が注目

されており、我々は健康増進と密接に関連する発酵食品に着目し、オートファジーへの

影響について研究を行ってきた。本研究では、発酵過程で産生される D-アミノ酸に着目

し、オートファジーを活性化する D-アミノ酸の探索と作用メカニズムの解析することを

目的とした。近年、哺乳動物での生合成が限定的である D-アミノ酸が生体中に存在する

ことが示され、様々な生理活性を有することが報告されている。一方で、オートファジ

ーへの影響については不明な点が多い。また、D-アミノ酸種により、組織特異的な生理

作用を示すことが示されている。そこで、D-アミノ酸のオートファジー活性に対する影

響を解析した。 
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